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(57)【要約】
　グラフィック情報を処理し、処理したグラフィック情
報をモニタへ無線送信することが可能な回路、方法、及
び装置を提供する。高帯域幅を実現するために、本発明
のある実施の形態は、複数のＲＦ送信機を有するグラフ
ィックプロセッサチップを提供して、処理したグラフィ
ック情報を、複数の無線チャンネルの累積帯域幅を用い
て送信することを可能とする。これら送信機は、一以上
のＲＦ標準規格、又は独自仕様の信号伝達スキームを使
用することが可能である。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グラフィック情報を受け取り、処理されたグラフィック情報を生成し、該処理されたグ
ラフィック情報を少なくとも第１の部分及び第２の部分として提供するよう構成されたグ
ラフィック処理回路と、
　前記グラフィック処理回路に接続されており、前記処理されたグラフィック情報の前記
第１の部分を受け取り、該処理されたグラフィック情報の該第１の部分を送信するよう構
成された第１の無線送信機と、
　前記グラフィック処理回路に接続されており、前記処理されたグラフィック情報の前記
第２の部分を受け取り、該処理されたグラフィック情報の該第２の部分を送信するよう構
成された第２の無線送信機と、
を備える集積回路。
【請求項２】
　前記グラフィック処理回路に接続されており、前記処理されたグラフィック情報を、配
線を介して提供するよう構成されたグラフィック出力回路を更に備える、請求項１に記載
の集積回路。
【請求項３】
　前記無線送信機が、ＲＦ標準規格に準拠している、請求項１に記載の集積回路。
【請求項４】
　前記第１の無線送信機が、更に、前記処理されたグラフィック情報の前記第１の部分を
、前記ＲＦ標準規格に従うＲＦ搬送波を用いて変調するように構成されている、請求項１
に記載の集積回路。
【請求項５】
　前記ＲＦ標準規格が、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂ、ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１１ｇ、Ｂｌｏｕｅｔｏｏｔｈ、又は超広帯域無線からなるグループのうち
の一つである、請求項４に記載の集積回路。
【請求項６】
　前記グラフィック処理回路が、前記処理されたグラフィック情報を、その処理の一部と
して、スクランブルするように構成されている、請求項４に記載の集積回路。
【請求項７】
　前記グラフィック処理回路が、ＣＰＵからグラフィック情報を受け取るように構成され
ている、請求項６に記載の集積回路。
【請求項８】
　グラフィック情報を処理して送信する方法であって、
　グラフィック情報を、集積回路上のグラフィックプロセッサを用いて受け取るステップ
と、
　前記グラフィック情報を、前記集積回路上の前記グラフィックプロセッサを用いて処理
するステップと、
　処理された前記グラフィック情報を、第１の部分及び第２の部分に分割するステップと
、
　前記処理されたグラフィック情報の前記第１の部分を、第１のＲＦ信号として送信する
ステップと、
　前記処理されたグラフィック情報の前記第２の部分を、第２のＲＦ信号として送信する
ステップと、
を含む方法。
【請求項９】
　前記第１のＲＦ信号が、ＲＦ標準規格に準拠している、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＲＦ標準規格が、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂ、ＩＥＥ
Ｅ　８０２．１１ｇ、及び、Ｂｌｏｕｅｔｏｏｔｈからなるグループのうちの一つである
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、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　グラフィック情報を受け取り、処理されたグラフィック情報を生成し、前記処理された
グラフィック情報を、少なくとも第１の部分及び第２の部分として提供するよう構成され
たグラフィック処理回路と、
　前記グラフィック処理回路に接続されており、前記処理されたグラフィック情報の前記
第１の部分を受け取って変調し、該処理されたグラフィック情報の該第１の部分を、第１
のＲＦ信号として送信するよう構成された第１の無線送信機と、
　前記グラフィック処理回路に接続されており、前記処理されたグラフィック情報の前記
第２の部分を受け取って変調し、該処理されたグラフィック情報の該第２の部分を、第２
のＲＦ信号として送信するよう構成された第２の無線送信機と、
を有する第１の集積回路と、
　前記第１のＲＦ信号を受信して復調し、前記処理されたグラフィック情報の前記第１の
部分を提供するよう構成された第１の無線受信機と、
　前記第２のＲＦ信号を受信して復調し、前記処理されたグラフィック情報の前記第２の
部分を提供するよう構成された第２の無線受信機と、
　前記処理されたグラフィック情報の前記第１の部分及び前記第２の部分を受け取り、第
１の出力を提供すよう構成された出力回路と、
を有する第２の集積回路と、
を備えるコンピュータシステム。
【請求項１２】
　前記第２の集積回路からの前記第１の出力を受け取るよう構成されたモニタと、
　グラフィック情報を前記第１の集積回路に提供するよう構成されたコンピュータと、
を備える請求項１１に記載のコンピュータシステム。
【請求項１３】
　前記第１の集積回路が、
　前記グラフィック処理回路に接続されており、前記処理されたグラフィック情報の第３
の部分を受け取って変調し、該処理されたグラフィック情報の該第３の部分を第３のＲＦ
信号として送信するよう構成された第３の無線送信機と、
　前記グラフィック処理回路に接続されており、前記処理されたグラフィック情報の第４
の部分を受け取って変調し、該処理されたグラフィック情報の該第４の部分を第４のＲＦ
信号として送信するよう構成された第４の無線送信機と、
を有し、
　該コンピュータシステムが、更に、
　前記第３のＲＦ信号を受信して変調し、前記処理されたグラフィック情報の前記第３の
部分を提供するよう構成された第３の無線受信機と、
　前記第４のＲＦ信号を受信して変調し、前記処理されたグラフィック情報の前記第４の
部分を提供するよう構成された第４の無線受信機と、
　前記処理されたグラフィック情報の前記第１の部分及び前記第２の部分を受け取り、第
２の出力を提供するよう構成された出力回路と、
を有する第３の集積回路を備える、
請求項１１に記載のコンピュータシステム。
【請求項１４】
　前記第２の集積回路からの前記第１の出力を受け取るよう構成された第１のモニタと、
　前記第３の集積回路からの前記第２の出力を受け取るよう構成された第２のモニタと、
　グラフィック情報を前記第１の集積回路に提供するよう構成されたコンピュータと、
を更に備える、請求項１３に記載のコンピュータシステム。
【請求項１５】
　前記コンピュータが、インターネットからグラフィック情報を受け取るように接続され
ている、請求項１４に記載のコンピュータシステム。
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【請求項１６】
　グラフィックメモリインタフェイスに接続されたグラフィック処理ユニットと、
　前記グラフィックメモリインタフェイスに接続されたパケット生成器回路と、
　前記パケット生成期に接続されたカプセル化器と、
　前記カプセル化器に接続されたデマルチプレクサと、
　前記デマルチプレクサに接続された第１の無線送信機と、
　前記デマルチプレクサに接続された第２の無線送信機と、
を備える集積回路。
【請求項１７】
　前記グラフィックメモリインタフェイスが、ＤＲＡＭにデータを格納し、且つ、ＤＲＡ
Ｍからデータを受け取るよう構成されており、
　前記グラフィック処理ユニットが、グラフィック情報をＣＰＵから受け取るよう構成さ
れている、
請求項１６記載の集積回路。
【請求項１８】
　グラフィック処理ユニットと、
　前記グラフィック処理ユニットに接続された第１のトランシーバと、
　前記グラフィック処理ユニットに接続された第２のトランシーバと、
を有する第１の集積回路と、
　第３のトランシーバと、
　第４のトランシーバと、
　前記第１のトランシーバ及び前記第２のトランシーバに接続された出力回路と、
を有する第２の集積回路と、
を備え、
　前記第１のトランシーバ及び前記第２のトランシーバが、第１のステータス情報及び第
１のグラフィック情報を送信するよう構成されている、
コンピュータシステム。
【請求項１９】
　前記第１のトランシーバ及び前記第２のトランシーバが、更に、第２のステータス情報
及び第２のグラフィック情報を受け取るよう構成されている、請求項１８記載のコンピュ
ータシステム。
【請求項２０】
　前記第１のステータス情報が、前記第１の集積回路によって使用されるトランシーバの
個数の指示及びスクリーン解像度の設定を含む、請求項１９に記載のコンピュータシステ
ム。
【請求項２１】
　第１の無線受信機と、
　第２の無線受信機と、
　前記第１の無線受信機及び前記第２の無線受信機に接続された出力回路と、
を備え、
　前記出力回路が、信号をモニタに提供するよう構成されている、集積回路。
【請求項２２】
　前記第１の無線受信機及び前記第２の無線受信機に結合されたマルチプレクサと、
　前記マルチプレクサと前記出力回路との間に結合されたカプセル開放器回路及びレコー
ダ回路と、
を更に備える、請求項１記載の集積回路。
 
【発明の詳細な説明】
【背景】
【０００１】
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　[0001]本発明は、グラフィック処理及び無線回路を備える集積回路に関するものである
。
【０００２】
　[0002]現在、デジタルメディアの状況は、散在的なもので、分断されたものになってい
る。コンピュータ、インターネット、及び高解像度ＬＣＤモニタを有するホームオフィス
の分野は、テレビ装置、ビデオレコーダ、及びセットトップボックスを有する家庭用娯楽
の領域の分野からは、分断されている。例えば、コンピュータ、並びに、そのＤＶＤプレ
ーヤ及び高解像度ＬＣＤモニタは、ホームオフィスでは使用されておらず、一方、テレビ
プログラムは、リビングルームにある低解像度のＣＲＴモニタで視聴されている。
【０００３】
　[0003]これら製品を調和させるための一つ解決策は、パーソナルコンピュータをリビン
グルームに移すことであり、その近接性によって、パーソナルコンピュータは、家庭用娯
楽デバイスとしてより有用なものとするものである。しかしながら、全ての者が、パーソ
ナルコンピュータを、このような公共の場、ベッドルーム、書斎で楽しんでいるわけでは
なく、即ち、ホームオフィスが好まれているようである。
【０００４】
　[0004]このために、プラズマ及びＬＣＤテレビ装置のような新規の高解像度モニタは、
インターネットや、ＤＶＤ読み取り／書き込みデバイスのようなコンピュータ周辺装置か
ら切り離されている。
【０００５】
　[0005]無線接続を有するモニタの製造が、このギャップを埋める一つの解決策である。
しかしながら、従来の無線技術は、特に高解像度モニタ用の優れた品質の画像を提供する
ために必要な帯域幅及びデータ伝送レートに欠けている。
【０００６】
　[0006]従って、高品質の画像の無線モニタへの転送をサポートする高帯域幅の無線接続
を提供する回路、方法、及び装置が必要となっている。
【概要】
【０００７】
　[0007]それ故に、本発明の実施の形態は、グラフィック情報の処理と、この処理された
グラフィック情報のモニタへの無線伝送が可能な回路、方法、及び装置を提供する。高帯
域幅を実現するために、本発明のある実施の形態は、複数のＲＦ送信機を組み込んだグラ
フィックプロセッサ集積回路を提供して、処理したグラフィック情報を、複数の無線チャ
ンネルによる累積帯域幅を用いて、転送することが可能である。種々の実施の形態では、
これら送信機は、一以上のＲＦ標準規格、又は独自仕様の信号伝達スキームを利用するこ
とができる。本発明の実施の形態は、これら又は本明細書に説明する他の特徴のうち一以
上を組み込んだものである。
【０００８】
　[0008]本発明の例示の実施の形態は、集積回路を提供する。この集積回路は、グラフィ
ック情報を受信し、処理済みのグラフィック情報を生成し、且つ、処理済みのグラフック
情報を少なくとも第１の部分及び第２の部分として提供するよう構成されたグラフィック
処理回路と、グラフィック処理回路に接続され、且つ、処理済みのグラフィックス情報の
うち第１の部分を受信して、この処理済みのグラフィック情報の第１の部分を送信するよ
う構成された第１の無線送信機と、グラフィック処理回路に接続され、且つ、処理済みの
グラフィック情報の第２の部分を受信して、この処理済みのグラフィック情報の第２の部
分を送信するよう構成された第２の無線送信機と、を備える。
【０００９】
　[0009]本発明の別の例示の実施の形態は、グラフィック情報を処理して送信する方法を
提供する。本方法は、集積回路上のグラフィックプロセッサを用いてグラフィック情報を
受信するステップと、このグラフィック情報を、グラフィックプロセッサを用いて処理す
るステップと、処理済みのグラフィック情報を少なくとも第１の部分及び第２の部分に分
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割するステップと、処理済みのグラフィック情報の第１の部分を第１のＲＦ信号として送
信するステップと、処理済みのグラフィック情報の第２の部分の第２のＲＦ信号として送
信するステップと、を含む。
【００１０】
　[0010]本発明の更なる例示の実施の形態は、コンピュータシステムを提供する。本コン
ピュータシステムは、グラフィック情報を受信し、処理済みのグラフィック情報を生成し
、当該処理済みのグラフィック情報を少なくとも第１の部分及び第２の部分として提供す
るよう構成されたグラフィック処理回路と、グラフィック処理回路に接続され、且つ、処
理済みのグラフィック情報の第１の部分を受信して、この処理済みのグラフィック情報の
第１の部分を第１のＲＦ信号として送信するよう構成された第１の無線送信機と、グラフ
ィック処理回路に接続され、且つ、処理済みのグラフィック情報の第２の部分を受信して
、この処理済みのグラフィック情報の第２の部分を第２のＲＦ信号として送信するよう構
成された第２の無線送信機と、を備える。
【００１１】
　[0011]この例示のシステムは、更に、第２の集積回路を備え、当該第２の集積回路が、
第１のＲＦ信号を受信して、処理済みのグラフィック情報の第１の部分を提供するよう構
成された第１の無線受信機と、第２のＲＦ信号を受信して、処理済みのグラフィック情報
の第２の部分を提供するよう構成された第２の無線受信機と、処理済みのグラフィック情
報の第１の部分及び第２の部分を受信して、第１の出力を生成するよう構成された出力回
路と、を備える。
【００１２】
　[0012]本発明のまた更に別の実施の形態は、別の集積回路を提供する。この集積回路は
、グラフィックメモリインタフェイスに接続されたグラフィック処理ユニットと、グラフ
ィックメモリインタフェイスに接続されたパケット生成器回路と、パケット生成器に接続
されたカプセル化器と、カプセル化器に接続されたデマルチプレクサと、デマルチプレク
サに接続された第１の無線送信機と、デマルチプレクサに接続された第２の送信機と、を
備える。
【００１３】
　[0013]本発明のまた更に別の実施の形態は、別のコンピュータシステムを提供する。こ
のコンピュータシステムは、グラフィック処理ユニットと、グラフィック処理ユニットに
接続された第１のトランシーバと、グラフィック処理ユニットに接続された第２のトラン
シーバと、を有する第１の集積回路を備える。このシステムは更に、第３のトランシーバ
、第４のトランシーバ、及び、第１及び第２のトランシーバに接続された出力回路と、を
有する集積回路を備える。第１及び第２のトランシーバは、第１のステータス情報及び第
１のグラフィック情報を送信するように構成されている。
【００１４】
　[0014]本発明の本質及び利点に関する更なる理解は、以下の詳細な説明及び添付の図面
を参照することによって得ることができる。
【例示の実施の形態の説明】
【００１５】
　[0025]図１は、本発明の実施の形態に係る無線グラフィックシステムのブロック図であ
る。このブロック図は、第１の集積回路１００と第２の集積回路１５０とを含んでいる。
第１の集積回路は、グラフィック処理ユニット１２０及び無線送信機１３０を備えている
。グラフィック処理ユニット１２０は、ライン１１２上のデータを受け取り、ライン１１
４上にデータを出力する。通常、これらの接続は、中央処理システム又は他の計算システ
ム、若しくはサブシステムに対するものである。無線送信機１３０は、アンテナ１４０か
ら無線チャンネル１９０を介してアンテナ１８０へ信号を送信する。
【００１６】
　[0026]第２の集積回路１５０は、受信機１６０、及びビデオ出力回路１７０を備えてい
る。アンテナ１８０に現れる信号は、受信機１６０によって受信される。第２の集積回路
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は、ビデオ信号を、ライン１５２上でモニタ又は他のディスプレイ装置に提供する。
【００１７】
　[0027]この構成では、グラフィック処理ユニットは、ある部屋に、例えばホームオフィ
スに、コンピュータシステムの一部として設けられていてもよく、一方、第２の集積回路
１５０は、第２の部屋、例えばリビングルームにおいて、無線モニタ用の受信機として動
作する。このように、コンピュータ又は中央処理ユニットの計算能力を、ケーブル又は別
の配線を接続部として要することなく、繋げることができる。
【００１８】
　[0028]図２は、本発明の実施の形態に係る無線グラフィックシステムのオペレーション
を示すフローチャートである。動作２１０において、グラフィック画像を生成する際に使
用するデータが受信される。このデータは、ＣＰＵ又は他の計算デバイスによって提供さ
れてグラフィック処理ユニットによって提供されるものであってもよい。動作２２０にお
いて、受信されたデータが、グラフィック処理ユニットによって処理される。
【００１９】
　[0029]動作２３０においては、無線通信リンクが確立される。処理済みのデータが、動
作２４０において、ある周波数で変調され、次いで、無線で送信される。動作２５０にお
いては、処理済みのデータが、無線受信機を用いて受信され、次いで、復調される。復調
された処理済みのデータが、次いで、動作２６０においてグラフィック画像を表示するた
めに使用される。
【００２０】
　[0030]図３は、本発明の実施の形態を組み込んだ従来の計算システム３００のブロック
図である。この計算システムは、ノースブリッジ３１０、二以上の無線送信機又はトラン
シーバ（図示せず）を有するグラフィック処理ユニット１２０、サウスブリッジ、グラフ
ィックメモリ又はフレームバッファ３４０、中央処理ユニット（ＣＰＵ）３５０、オーデ
ィオカード３６０、イーサネットカード３６２、モデム３６４、ＵＳＢカード３６６、グ
ラフィックカード３６８、ＰＣＩスロット３７０、メモリ２０５、及び、二以上の無線受
信機又はトランシーバを有するモニタ３８０を備えている。本図は、全ての添付の図と同
様に、例示のみを目的として示したものであり、本発明の考えられる実施の形態又は特許
請求の範囲の何れをも限定するものではない。
【００２１】
　[0031]ノースブリッジ３１０は、ＣＰＵ３５０からの情報を、メモリ３０５、グラフィ
ックアクセラレータ３２０、及びサウスブリッジ３３０に渡し、また、これらメモリ３０
５、グラフィックアクセラレータ３２０、及びサウスブリッジ３３０から受け取る。サウ
スブリッジ３３０は、外部通信システムに、ユニバーサル・シリアル・バス（ＵＳＢ）の
ような接続を介してインタフェイスする。グラフィックアクセラレータ３２０は、アクセ
ラレイティッド・グラフィックス・ポート（ＡＧＰ）バス３２５上のノースブリッジ３１
０を介したＣＰＵ３５０からのグラフィック情報、及び、メモリ又はフレームバッファ３
４０から直接のグラフィック情報を、受け取る。グラフィックプロセッサ３２０は、フレ
ームバッファ３４０とのインタフェイスを行なう。フレームバッファ３４０は、表示すべ
きピクセルを格納するディプレイバッファを有することができる。
【００２２】
　[0032]グラフィックプロセッサ３２０は、グラフィック情報を受け取り、当該グラフィ
ック情報を処理して、モニタ３８０に無線で送信する。高品質のビデオ信号の送信を可能
とする高帯域幅を実現するために、グラフィックプロセッサ３２０は、複数の送信機を組
み込んでおり、当該複数の送信機によって、データを並行してモニタ３８０に送信する。
同様に、モニタ３８０は、複数の無線受信機を有しており、当該複数の受信機によって、
データ信号を並行してグラフィックプロセッサ３２０から受け取る。
【００２３】
　[0033]このアーキテクチャでは、ＣＰＵ３５０が、本計算システムによって要求される
処理タスクの大半を実行する。特に、グラフィックプロセッサ３２０は、計算を設定して
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、幾何値を算出することについて、ＣＰＵ３５０に依存している。また、オーディオ又は
サウンドカード３６０は、ＣＰＵ３５０に、オーディオデータ、位置計算、及び、種々の
効果、例えば、コーラス、残響、妨害、閉鎖等の処理について、全て同時に依存している
。さらに、ＣＰＵ３５０は、動作中のアプリケーションに関連する他の命令、及び、サウ
スブリッジ３３０に接続された種々の周辺デバイスに対する処理を担っている。
【００２４】
　[0034]図４は、本発明の実施の形態を組み込んだ改良型計算システムのブロック図であ
る。改良型の計算システム４００は、ＮＶＩＤＡ　ｎＦｏｒｃｅ（登録商標）２集積グラ
フィックプロセッサ（ＩＧＰ）のような集積グラフィック処理回路４１０、ｎＦｏｒｃｅ
２メディア通信プロセッサ（ＭＣＰ２）４２０、メモリ４１２及び４１４、ＣＰＵ４１６
、オプションのグラフィックプロセッサ４１８及びフレームバッファ４４０、モニタ４２
２、スキャナ又はカメラ４３４、マウス、キーボード、及びプリンタ４３６、ハードドラ
イブ４３８、ソフトモデム４４２、イーサネット・ネットワーク又はＬＡＮ４４６、並び
に、オーディオシステム４４８を備えている。
【００２５】
　[0035]この革新的なシステムアーキテクチャは、分散処理プラットフォームに対して設
計されたものであり、当該アーキテクチャは、ＣＰＵを、それに最適なタスクを実行する
ように解放するものである。具体的に、ｎＦｏｒｃｅ２　ＩＧＰ　４１０は、以前にはＣ
ＰＵ４１６に委ねていたグラフィック計算を実行することができるグラフィック処理ユニ
ット（ＧＰＵ）（図示せず）を有している。或いは、ｎＦｏｒｃｅ２　ＩＧＰ４１０は、
これら計算を実行するオプションのＧＰＵ４１８にインタフェイスすることができる。ま
た、ｎＦｏｒｃｅ２　ＭＣＰ２　４２０は、オーディオ処理ユニット（ＡＰＵ）を有して
おり、当該ＡＰＵは、以前にはＣＰＵ４１６によって成されていたオーディオ計算の多く
を実行することができる。このようにＣＰＵは、そのタスクをより効率良く実行するよう
解放される。また、ＵＳＢ及びイーサネットのような一式のネットワーク化及び通信技術
を組み込むことによって、ｎＦｏｒｃｅ２　ＭＣＰ２　４２０は、以前にはＣＰＵ４１６
が処理を担っていた通信タスクの大部分を実行することができる。
【００２６】
　[0036]このアーキテクチャでは、ｎＦｏｒｃｅ２　ＩＧＰ４１０は、メモリ４１２及び
４１４と、バス４１３及び４１５を介して通信する。ｎＦｏｒｃｅ２　ＩＧＰ４１０はま
た、オプションのグラフィックプロセッサ４１８に、アドバンスドＡＧＰバス４１７でイ
ンタフェイスする。種々のコンピュータシステムでは、オプションのプロセッサ４１８を
取り除くことができ、モニタ４２２をｎＦｏｒｃｅ２　ＩＧＰ４１０によって無線で駆動
することができる。他のシステムでは、一より多いモニタ４２２が存在していてもよく、
当該モニタのうち幾つか又は全てが、オプションのグラフィックプロセッサ４１８又はｎ
Ｆｏｒｃｅ２　ＩＧＰ４１０から無線信号を受信してもよい。ｎＦｏｒｃｅ２　ＩＧＰ４
１０は、ｎＦｏｒｃｅ２　ＭＣＰ２　４２０と、ＨｙｐｅｒＴｒａｎｓｐｏｒｔ（登録商
標）リンク４２１で、通信する。オプションのグラフィックプロセッサ４１８はまた、外
部メモリ、例えば、オプションのフレームバッファ４４０とインタフェイスしてもよい。
【００２７】
　[0037]ｎＦｏｒｃｅ２　ＭＣＰ２　４２０は、イーサネット接続部４４６及びソフトモ
デム４４２用のコントローラを有している。ｎＦｏｒｃｅ２　ＭＣＰ　４２０はまた、マ
ウス、キーボード、及びプリンタ４３６用のインタフェイスを有しており、また、カメラ
及びスキャナ４３４、並びに、ハードドライブ４３８用のＵＳＢポートを有している。
【００２８】
　[0038]この構成によって、ＣＰＵ４１６，ｎＦｏｒｃｅ２　ＩＧＰ４１０、及びｎＦｏ
ｒｃｅ２　ＭＣＰ２　４２０は、独立、同時、且つ並列に、処理を実行することが可能と
なる。
【００２９】
　[0039]本発明の実施の形態を用いて、ｎＦｏｒｃｅ２　ＩＧＰ４１０又はグラフィック



(9) JP 2008-530828 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

プロセッサ４１８といったグラフィック処理ユニットとモニタ４２２との間の無線帯域幅
を向上することができる。
【００３０】
　[0040]図５は、本発明の実施の形態に係る別の無線グラフィックシステムのブロック図
である。このブロック図は、第１の集積回路５００及び第２の集積回路５５０を含んでい
る。第１の集積回路は、グラフィック処理ユニット５１０、複数の送信機５３０、５３２
、及び５３４を有している。グラフィック情報は、ライン５１２上で受け取られて、ライ
ン５１４上に提供される。これらラインは、通常、ＣＰＵ、コンピュータ、又は他の計算
サブシステムに接続する。受信されたグラフィック情報は、グラフィック処理ユニットに
よって処理される。処理されたグラフィック情報は、複数の部分に分割され、それぞれ、
送信機５３０、５３２、及び５３４の何れか一つに提供される。これら送信機は、それぞ
れに対応のデータ部分をＲＦ信号として、アンテナ５４０、５４２、及び５４４を用いて
送信する。これらアンテナは、一つの共用アンテナであってもよく、又は、図示したよう
に個別のアンテナであってもよい。通常は、チップ及びボードのレイアウトに関する検討
事項、並びにインピーダンス整合といった制約によって、使用するアンテナ数が決定され
る。
【００３１】
　[0041]第２の集積回路は、複数の受信機５６２、５６４、及び５６６、並びに、フレー
マ及びＤＡＣ５７０を有する出力回路を備えている。無線信号は、アンテナ５８０、５８
２、及び５８４で受信され、受信機５６２、５６４、及び５６６へ提供される。繰り返す
が、これらアンテナは共用アンテナであっても複数のアンテナであってもよい。受信機は
信号を復調して、当該信号をフレーマ及びＤＡＣ回路５７０に提供する。本回路は、デー
タを再構築して、グラフィック画像を形成し、信号をライン５５２でモニタ（図示せず）
へ提供する。本発明の種々の実施の形態では、この信号は、アナログ信号であってもよく
、デジタル信号であってもよい。
【００３２】
　[0042]本発明の種々の実施の形態では、本図又は他の図に示した回路によって送信され
受信される信号は、ＲＦ標準規格、即ち、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａ、ＩＥＥＥ　８０２
．１１ｂ、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｇ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、超広帯域無線（ＵＷＢ）、
無線ＵＳＢ、若しくは、他の現存する又は後に開発される無線標準規格又はプロトコルと
いったプロトコルに準拠することができる。或いは、独自仕様、即ち別の信号伝達スキー
ムを使用することができる。送信機の各々は、同じプロトコル、即ち同じ信号伝達スキー
ムを使用することができ、又は、種々のプロトコル即ち信号伝達スキームを使用すること
ができる。同じプロトコルを書く送信機及び対応の受信機に使用する場合には、送信機が
衝突を回避するような周波数を使用するスキームを用いることができる。かかるスキーム
は、スマート周波数ホッピングスキームと称されることがある。
【００３３】
　[0043]本図及び他の添付の図では、無線送信機又はトランシーバが、同じ集積回路上に
、グラフィック処理ユニットとして形成されているように示してある。この集積回路は、
通常、コンピュータシステムにおけるマザーボード、ドーターボード、若しくは、アドオ
ンカード又は他のビデオカード上にある。本発明の他の実施の形態では、グラフィック処
理ユニット及び無線送信機が、個別の回路に形成されていてもよい。例えば、グラフィッ
ク処理ユニットが、第１の集積回路上に設けられている一方で、無線回路が、第２の集積
回路上にあってもよい。或いは、無線回路が、一より多い個別の集積回路上に形成されて
いてもよく、各個別の集積回路が、一以上の送信機又はトランシーバを有していてもよい
。本構成では、グラフィック処理ユニットを有する集積回路が、通常、マザーボード、ド
ーターボード、アドオン、又は他のビデオカード上に設けられる。本発明の種々の実施の
形態では、無線回路又は複数の無線回路が、マザーボード、ドーターボード、アドオン、
又は（以前にはＰＣＭＣＩＡカードであった）ＰＣカードのような他のカードに設けられ
ていてもよい。これは、グラフィック処理ユニットの位置と同じであってもよく、又は、
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グラフィック処理ユニットから離れていてもよい。ＰＣカードの実施の形態は、無線回路
を単独に有する場合又はグラフィック処理ユニットを有する場合の何れであっても、ラッ
プトップコンピュータがモニタ又は他のディスプレイ装置用のビデオ画像を生成するコン
ピュータシステムにおいて特に有利である。
【００３４】
　[0044]幾つかのコンピュータシステムでは、一つのグラフィック処理ユニットが、グラ
フィック信号を一より多いモニタに提供することが望ましい。幾つかの環境では、一つの
グラフィック信号を複数のモニタに提供することができ、別の環境では、各モニタが独自
の信号を受け取ることができる。
【００３５】
　[0045]図６は、本発明の実施の形態に係る複数のモニタを有する別の無線グラフィック
システムのブロック図である。本ブロック図は、三つの集積回路６００、６４０、及び６
５３を含んでいる。集積回路６００は、グラフィック処理ユニット６２０と、複数の送信
機６３０、６３２及び６３４と、を有している。従来通り、グラフィック処理ユニット６
２０は、処理済みのグラフィック情報を生成し、当該グラフィック情報を分割して、分割
した各部分を送信機６３０、６３２及び６３４のうちの何れか一つに提供する。これら送
信機は、次いで、この情報を、当該情報に搬送波信号を掛け合わせて、アンテナ６４０、
６４２及び６４４に与えることによって、変換する。繰り返すが、これらアンテナは、一
つの共用アンテナであってもよく、又は複数のアンテナであってもよい。
【００３６】
　[0046]第２の集積回路６５０は、複数の受信機６６０、６６２及び６６４を有している
。信号は、アンテナ６８０、６８２、及び６８４で受信され、受信機６６０、６６２及び
６６４に提供される。繰り返すが、これらアンテナは、一つの共用アンテナであってもよ
く、又は複数のアンテナであってもよい。受信機６６０、６６２及び６６４は、信号を復
調して、フレーマ及びＤＡＣ回路６７０に提供する。フレーマ回路は、グラフィック画像
を再構成して、第１のモニタ（図示せず）に提供する。
【００３７】
　[0047]第３の集積回路６５３は、受信機６５１、６６３、及び６６５を有しており、フ
レーマ及びＤＡＣ回路６７１を有している。信号は、アンテナ６８１、６８３及び６８５
上で受信機回路６６１、６６３、及び６６５によって受信される。受信機回路６６１、６
６３、及び６６５は、受信した信号を復調して、復調データをフレーマ及びＤＡＣ６７１
に提供する。フレーマ及びＤＡＣ６７１は、グラフィック画像を再構成して、第２のモニ
タ（図示せず）に提供する。
【００３８】
　[0048]繰り返すが、第２の集積回路６５０及び第３の集積回路６５３は、独自の信号を
受け取ってもよい。この場合には、集積回路６００上のアクティブな送信機の数は、通常
、集積回路６５０及び６５３上のアクティブな受信機の数の合計に一致する。集積回路６
５０及び６５３上のアクティブな受信機の数は等しくてもよく、互いに異なっていてもよ
い。例えば、集積回路６５０が第３の集積回路６５３よりも高解像度のモニタ用の信号を
提供する場合には、第２の集積回路６５０上では、第３の集積回路６５３におけるよりも
、多くの受信機がアクティブとなるべきである。これをサポートするために、集積回路６
００上では、より多くの送信機が、第３の集積回路６５３に対するよりも第２の集積回路
６５０用に、信号を提供すべきである。このように、第２の集積回路への無線帯域幅及び
データ転送レートが、高解像度モニタでの画質を維持するために、増加される。本例は、
一つのモニタが従来のテレビジョン画像を受信し、他のモニタが、高解像度のビデオゲー
ム画像を受信するものである。同様に、モニタのうちの一つの解像度が変更される場合に
は、アクティブな受信機と対応の送信機の数が、それに応じて変更されてもよい。
【００３９】
　[0049]逆に、第１及び第２のモニタの両者が、同じ画像を受信してもよい。この場合に
は、通常、第１の集積回路におけるアクティブな送信機の数が、第２の集積回路６５０及
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び第３の集積回路６５３におけるアクティブな受信機の数に一致する。繰り返すが、モニ
タの一方又は両者の解像度が変更される場合には、アクティブな送信機及び受信機の数が
例えば、モバイルアプリケーションにおける電力を節約するために、変更されてもよい
【００４０】
　[0050]上述の例では、グラフィック処理ユニットに関連づけられた無線回路が、送信機
である。これは、グラフィック情報のグラフィック処理ユニットからモニタへの流れを示
すためである。本発明の幾つかの実施の形態では、トランシーバを使用する。これによっ
て、データの双方向通信が可能となり、具体的には、データは、ＧＰＵからモニタへ流れ
、また、モニタからＧＰＵ及び関連の回路に戻ることができる。この双方向データは、グ
ラフィック情報及びステータス情報を含むことができる。
【００４１】
　[0051]図７は、本発明の実施の形態に係るシステムにおけるグラフィック及びステータ
ス情報の伝送を示すブロック図である。同図は、第１の集積回路７００と、第２の集積回
路７５０を含んでいる。第１の集積回路は、グラフィック処理ユニット７２０と、複数の
トランシーバ７３０及び７３２と、を有している。第２の集積回路は、複数のトランシー
バ７６０及び７６２と、入出力回路７７０と、を有している。ステータス情報７４２及び
グラフィック情報７４４は、第１の集積回路７００から第２の集積回路７５０に提供され
る。同様に、ステータス情報７４６及びグラフィック情報は、第２の集積回路７５０から
第１の集積回路７００に提供される。
【００４２】
　[0052]具体的に、第１の集積回路７００は、モニタ解像度及びリフレッシュレートを含
むステータス情報を、モニタ７９０へ、第２の集積回路７５０を介して送ることができる
。同様に、グラフィック処理ユニット７２０は、送信用のグラフィック画像を生成し、モ
ニタ７９０に表示する。
【００４３】
　[0053]モニタ７９０は、信号強度の指示情報のようなステータス情報７４６を報告する
ことができる。例えば、モニタ７９０が弱い信号を受けている場合に、トランシーバ８３
０及び７３２における送信機への電力を増加させることができる。或いは、モニタ７９０
の解像度又はリフレッシュレートを低減させて、不良受信状態に起因する帯域幅及び送信
データレートの減少を反映させることができる。
【００４４】
　[0054]モニタ７９０はまた、テレビ装置及びリビングルームのようなモニタであっても
よい。この場合には、モニタ７９０は、テレビジョンチューナ７９２、及び、ＤＶＤ又は
ＶＣＲプレーヤのようなストレージデバイスに接続されることが多い。これらデバイスは
、次いで、信号をモニタ７９０提供し、また、信号を第２の集積回路８５０を介して第１
の集積回路７００に戻すことができる。第１の集積回路７１０は、次いで、これら画像を
コンピュータ７１０に渡すことができる。コンピュータ７１０は、インターネット７１４
、若しくは、ＤＶＤ、ハードドライブ、又は他のストレージ又はメモリデバイスのような
ストレージデバイス７１２への接続を有することができる。
【００４５】
　[0055]第２の集積回路７５０から第１の集積回路７００へのグラフィック画像のパスを
必要としない実施の形態では、幾つかの送信機を第１の集積回路７００に備えて、一つの
受信機のみを、信号強度の指示情報又は他の情報を受信するように備えてもよい。同様に
一つの送信機のみを、この場合の第２の集積回路７５０に備えてもよい。
【００４６】
　[0056]本図又は他の添付の図では、ビデオ情報が、一つの回路から他の回路に送信され
ている。本発明の種々の実施の形態では、オーディオ情報が、一つの回路から他の回路に
送信されてもよい。オーディオ情報は、ビデオ情報の一部として含められてもよい。即ち
、集積回路、例えば、集積回路７００上の送信機又はトランシーバの各々が、ビデオ伝送
の一部及びオーディオ伝送の一部を取り扱ってもよい。或いは、一以上の送信機又はトラ
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ンシーバが、オーディオ情報を送信して、別の送信機又はトランシーバが、ビデオ情報を
送信してもよい。他の実施の形態では、オーディオ及びステータス情報を、一以上の送信
機又はトランシーバを用いて送信し、他の送信機又はトランシーバがビデオ情報を送信す
るタスクを分担することができる。
【００４７】
　[0057]幾つかのシステムでは、複数の画像を単一のモニタに提供する複数のグラフィッ
ク処理ユニットを有することが望ましい。例えば、Ｗｏｒｄ文書上での動作の間、モニタ
画面の角部をゲームに充てることが望ましいことがある。また、ある環境では、単一のグ
ラフィック処理ユニットが、二以上のモニタに信号を提供することが望ましいことがある
。この場合には、全モニタが、図６に示すように無線のものであってもよく、又は、一つ
のモニタが無線のものであり、他のモニタがケーブル又は他の配線を介して接続されてい
てもよい。
【００４８】
　[0058]図８は、本発明の実施の形態に係り、一つの計算システムがビデオコンテンツを
二つのモニタ用に提供するシステムを示すブロック図である。この図は、第１の集積回路
８００，第２の集積回路８５０を含んでいる。第１の集積回路８００は、グラフィック処
理ユニット８２０と、複数の無線送信機８３０及び８３２と、を備えている。第１の集積
回路８００はまた、従来のビデオ出力回路８３２を備えている。
【００４９】
　[0059]第２の集積回路８５０は、複数の受信機８６０及び８２０と、ビデオ出力回路８
７０を備えている。第２の集積回路８５０は、ビデオ出力信号を第１のモニタ８９０に提
供し、第１の集積回路８００上のビデオ出力回路は、配線８９４で第２のモニタ８９２に
信号を提供する。
【００５０】
　[0060]ＧＰＵ８２０は、グラフィック情報をコンピュータ８１０から受け取る。コンピ
ュータ８１０は、インターネット８１４に、ストレージデバイス８１２に、又は、他のビ
デオ回路に接続されている。ストレージデバイス８１２は、ＤＶＤ読み取り／書き込みド
ライブ、ハードドライブ、又は他の周辺機器であってもよい。
【００５１】
　[0061]この特定の構成は、モニタ８９２に表示する画像が、比較的高解像度であり、モ
ニタ８９０に表示する画像が比較的低解像度である場合に、特に有益である。
【００５２】
　[0062]本発明の種々の実施の形態では、グラフィック処理の処理負荷を、２以上のグラ
フィック処理ユニットで分割することが望ましい。処理負荷は、プロセッサ間で種々の方
法で分割することができる。例えば、二つのグラフィック処理ユニットが、表示すべき画
像の交互のフレームをレンダリングしてもよい。これは、三次元アプリケーションにおい
て特に有益である。また、二以上のグラフィック処理ユニットが、表示すべき画像をフレ
ーム単位で、例えば、第１のグラフィック処理ユニットが画像の上方部分をレンダリング
し、第２のグラフィック処理ユニットが画像の下側部分をレンダリングするように、分割
してもよい。
【００５３】
　[0063]図９は、複数のグラフィック処理ユニットを有する無線グラフィックシステムの
ブロック図である。本ブロック図は、第１のグラフィック処理ユニット９１４を有する第
１の集積回路９１０と、第２のグラフィック処理ユニット９２４を有する第２の集積回路
９２０と、第３の集積回路９１６と、ブリッジ９５０と、ＣＰＵ９５５と、を備えている
。グラフィック処理ユニットを有する二より多い集積回路を、本発明の種々の実施の形態
に使用することができる。
【００５４】
　[0064]ＣＰＵ９５５は、グラフィック処理ユニット９１４～９２４とブリッジ９５０を
介して通信する。ブリッジ９５０は、次いで、グラフィック処理ユニット９１４～９２４
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と、メモリインタフェイス回路９３０～９４０を介して通信する。グラフィック処理ユニ
ット９１４～９２４は、それらに対応の表示すべき画像又はビデオストリームの部分をレ
ンダリングする。グラフィック処理ユニット９１４は、グラフィックメモリ９３５からメ
モリインタフェイス９３０を介してデータを格納し、取り出す。同様に、グラフィック処
理ユニット９２４は、グラフィックメモリ９４５からメモリインタフェイス９４０を介し
てデータを格納し、取り出す。
【００５５】
　[0065]グラフィック処理ユニット９１４は、表示すべき画像の部分を、送信機９１６～
９１８を介して送信する。グラフィック処理ユニット９２４は、表示すべき画像の部分を
、送信機９２６～９２８を介して送信する。本図及び他の図におけるように、この動作は
、グラフィック処理ユニット自体の一部、又は、簡明性の為に図示しない別の回路と見な
し得るスキャンアウト（scanout）エンジンによって実行することができる。
【００５６】
　[0066]他の実施の形態では、グラフィック処理ユニット９１４～９２４を、単一のスキ
ャンアウト回路に接続し、当該スキャンアウト回路を、次いで、送信機又はトランシーバ
に接続することができる。この構成では、グラフィック処理ユニット、スキャンアウトエ
ンジン、及び、送信機又はトランシーバを、単一の集積回路上に備えてもよい。或いは、
第１のグラフィック処理ユニットを第１の集積回路上に形成して、第２のグラフィック処
理ユニットに、一以上の送信機又はトランシーバと集積回路を共有させてもよい。
【００５７】
　[0067]送信機又はトランシーバ９１６～９１８は、アンテナ９１２を用いて通信し、送
信機又はトランシーバ９２６～９２８は、アンテナ９２２を用いて通信する。従来のよう
に、これらアンテナは、一以上の個別のアンテナであってもよい。
【００５８】
　[0068]第３の集積回路９６０は、信号を、アンテナ９６２を介して受信する。この信号
は、受信機９６４～９６６によって受信される。受信機９６４及び９６６は、次いで、信
号を、フレーマ及びＤＡＣ９５８に渡し、当該フレーム及びＤＡＣ９６８が、信号をモニ
タ９６９（図示せず）に提供する。
【００５９】
　[0069]本回路を変更することが可能であることが理解されよう。例えば、ブリッジ回路
９５０を取り除くことができ、又はその機能を、グラフィックプロセッサ集積回路９１０
及び９２０の一方又は両者に含めることができる。例えば、一つのＧＰＵの出力を、第１
のＧＰＵを介してフィードバックをしてもよい。この例は、”ＣＯＨＥＲＥＮＣＥ　ＯＦ
　ＤＩＳＰＬＡＹＥＤ　ＩＭＡＧＥ　ＦＯＲ　ＳＰＬＩＴ－ＦＲＡＭＥ　ＲＥＮＤＥＲＩ
ＮＧ　ＩＮ　ＭＵＬＴＩ－ＰＲＯＣＥＳＳＯＲ　ＧＲＡＰＨＩＣＳ　ＳＹＳＴＥＭ”と題
する同時継続の米国特許出願第１０／＿，＿号（代理人整理番号０１９６８０－１３７０
０ＵＳ）に見ることができる。
【００６０】
　[0070]この例では、無線回路が、集積回路９１０及び９２０の両者において示されてい
る。他の実施の形態では、無線回路が、集積回路の一方のみにあってもよい。或いは、無
線回路が、計算システム又は他のシステムにおける別の場所にあってもよく、例えば、ア
ドオンカード、マザーボート、又は他の場所における離れた集積回路上にあってもよい。
【００６１】
　[0071]図１０は、本発明の実施の形態に係る無線ビデオシステムに使用し得る二つの集
積回路のより詳細なブロック図である。本ブロック図は、第１の集積回路１０００及び第
２の集積回路１０５０を含んでおり、更に、グラフィックメモリ１０９０を含んでいる。
グラフィックメモリ１０９０は、通常、一以上のＤＲＡＭデバイスである。グラフィック
処理ユニット１０１０は、グラフィック画像を表示用に生成し、当該画像をグラフィック
メモリ１０９０にメモリインタフェイス１００５を介して格納する。メモリインタフェイ
ス１００５は、グラフィック画像をパケット生成器１０２０に提供する。パケット生成器
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１０２０は、パケットを生成するものであり、パケットの各々は、グラフィック画像の一
部分を含む。これらパケットは、カプセル化器１０２０に渡され、当該カプセル化器１０
２０が、ヘッダ及びロケーションＩＤ情報を提供する。これらのカプセル化されたパケッ
トは、次いで、マルチプレクサ１０２４によって逆多重化され、送信機１０３０及び１０
３２に提供される。これら送信機は、カプセル化されたパケットをＲＦ信号として、アン
テナ又は複数のアンテナ１０４０を介して提供される。信号は、第２の集積回路１０５０
によってアンテナ又は複数のアンテナ１０８０を介して受信される。
【００６２】
　[0072]第２の集積回路は、ＲＦ信号を、受信機１０６０及び１０６２によって受信する
。これら受信機は、信号を復調して、マルチプレクサ回路１０７０に提供する。マルチプ
レクサ１０７０は、データをシリアライズして、カプセル開放器１０７２に提供する。こ
れらパケットは、次いで、レコーダ回路１０７４によって記録される。グラフィック画像
が、次いで、ライン１０９２上のデジタル情報として、又は、ライン１０８４上の変換さ
れたアナログ信号として、出力回路（図示せず）によって提供される。
【００６３】
　[0073]これら回路は、一以上の符号化又は暗号化スキームを有していてもよい。また、
圧縮スキームを使用して、無線送信する必要のあるグラフィック情報の量を制限してもよ
い。これらスキームは、配線又は無線経路の何れが使用されるかに応じて変更され得る。
無線経路が使用される場合には、これらスキームは、受信強度、画面解像度、リフレッシ
ュレート、及び他の因子に応じて調整される。
【００６４】
　[0074]本発明の実施の形態の上述の説明は、例示及び説明の為に提供したものである。
本発明は、説明した形態そのものに包括されることを意図するものではなく、又当該形態
に限定することを意図したものではなく、上述の教示の下で多くの改良及び変更を行なう
ことが可能である。
【００６５】
　[0075]例えば、特定の図は、例えば二つといった複数のモニタ又はプロセッサを含むこ
とができるが、本発明の実施の形態は、より少ない又はより多い個数を採用し得る。
【００６６】
　[0076]また、プロセッサは、簡明にするためにグラフィックプロセッサとして示したが
、他のタイプの汎用、専用のプロセッサ、若しくは、他のタイプ又は組み合わせのプロセ
ッサを、本発明の種々の実施の形態に使用することができる。また、本発明の実施の形態
は、送信機及び受信機毎に一つのアンテナを有してもよく、他の実施の形態は、二より多
い送信機又は受信機間でアンテナを共用してもよい。これは、使用される回路そのもの、
レイアウト、終端（ｔｅｒｍｉｎａｔｉｏｎ）、及び他の検討事項に依存する。
【００６７】
　[0077]上記実施の形態は、本発明の原理及びその実際の応用を最適に説明して、他の当
業者が、本発明を種々の実施の形態において、また、考えられる特定の用途に適合するよ
う種々の変形態様で利用できるように、選択して説明したものである。
【図面の簡単な説明】
【００６８】
【図１】本発明の実施の形態に係る無線グラフィックシステムのブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る無線グラフィックシステムのオペレーションを示すフ
ローチャートである。
【図３】本発明の実施の形態を組み込んだ従来の計算システムのブロックズ図である。
【図４】本発明の実施の形態を組み込んだ改良型計算システムのブロックズである。
【図５】本発明の実施の形態に係る別の無線グラフィックシステムのブロック図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る複数のモニタを有する別の無線グラフィックシステム
のブロック図である。
【図７】本発明の実施の形態に係るシステムにおけるグラフィック情報及びステータス情
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報の伝送を示すブロック図である。
【図８】本発明の実施の形態に係り、一つの計算システムが二つのモニタ用のビデオコン
テンツを提供するシステムを示すブロック図である。
【図９】複数のグラフィック処理ユニットを有する無線グラフィックシステムのブロック
図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る無線ビデオシステムにおいて使用され得る二つの集
積回路のより詳細なブロック図である。
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